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生体システム学Ⅰ 

 

授業概要 

種々の生体機能について、組織、器官という細胞レベルを超えた視点から捉える考え方を、

骨格筋、腎臓、中枢神経系における情報の流れとフィードバック機構から学びとり、さら

に、薬物動態、生体リズムを例に、固体レベルにまで視野を広げ、生体がシステマティッ

クに制御される情報の流れとその制御についての理解を深める。 

 

担当教員 

廣田秋彦（主担当） 教 授・神経・筋肉生理学 

小林裕太      教 授・看護学科基礎看護学 

伊藤眞一      准教授・神経・筋肉生理学 

 

一般目標 

１．多細胞体であるヒトについて、細胞レベルを超えた、システマティックな視点から捉

え、その動態を見る方法論や考え方を学び取る。 

２. 生体がシステマティックに制御される時に見られる情報の流れとその制御について、例

をいくつか挙げて概説できる。 

 

教育内容（講義および演習）と行動目標 

A．心臓の刺激伝導系と自律分散制御（廣田） 

房室結節からプルンエ線維に至る心臓の刺激伝導に関連する特殊心筋が、それぞれ固有の

内在リズムを持ちつつ、正常時は上位の内在リズムの早い心拍リズムで統一され、上位か

らの伝導が止まってもすぐには下位がペースメーカーとならない仕組みと、心臓のペース

メーカー内で固有のリズムを持つ心筋がギャップジャンクションでつながり、一定の個数

集まってペースメーカーを構成することの機能的メリットを、自律分散の視点に重きを置

いて講義し、考察する。併せて、光学的方法を用いた細胞内カルシウムイオン濃度測定演

習を行い、システマティックな視点で生体現象を捉える実験に多用され始めた光学的方法

の長所と限界および問題点について講義する。講義と演習を併せて４回実施する。 

行動目標 

１．心臓リズムのシステマティックな制御について概説できる。 

２．自律分散システムについて体系的に記載できる。 

３．光学測定の問題点について理解し、誤った結論に陥る危険性について例をあげて概説

できる。 
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行動目標 

１．薬物動態をシステマティックな視点から捉える方法を概説できる。 

２．薬物に対する生体応答を体系的に記載できる。 

 

B.生体のリズム形成と生体制御（小林） 

生体の時計、概日リズム、生殖腺周期調節系について、器官の進化、さらにリモートセン

シングの視点を含めて講義する。続いて、内分泌系のフィードバック系についての課題を

用いた演習を通じ、フィードバック系を中心にしたシステマティックな生体制御について

の理解を深める。講義と演習併せて４回実施する。 

行動目標 

１．生体のリズム形成とセンシングに関する知見を体系的に記載できる。 

２．生体のフィードバック制御について、複数の例をあげて説明し、病態における問題点

を概説できる。 

 

C.中枢神経系における階層的情報処理（伊藤） 

中枢神経系内を信号が上行するにあたって、個々のニューロンに収斂する情報が統合され

捨象される過程を、感覚系の情報処理を例にとって講義する。続いて、視覚における様々

な受容野のデータを用い、情報の統合について説明できるようにする演習を行う。講義と

演習併せて３回実施する。 

行動目標 

１．感覚系の情報処理を例にとって神経系の情報処理の仕方を概説できる。 

２．実験データから情報処理の過程を読み取れる目を養い、その内容を体系的に記載でき

る。 

 

成績評価の方法 

すべての講義および演習が終わった後、規定の出席率を満たした学生に対し、課題を呈

示し、レポートの提出等を指示する。そのレポートを行動目標の達成度を主眼に評価する。 


